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　６月19日（土）、「公的骨髄バンクを支援する東京の
会」第24回定期総会・講演会が開催されました。
　定期総会では、2012年度活動報告、業務監査報告、
会計報告、会計監査報告、2013年度活動方針が提起さ
れ、異議なく承認されました。また、2013年度の役
員も選任され、2013年度宣言を確認して終了しました。
総会議案の詳細も掲載しましたのでご参照ください。
　総会終了後、記念講演会が行われました。第１部は
大谷貴子さんが総合司会をつとめ、「患者さんを支援
する制度や仕組み」をテーマに、６人の方からお話を
いただきました。
　最初に東京の会の二見事務局長より、全国協議会が
行っている患者支援について説明しました。「佐藤き
ち子患者支援基金」「白血病フリーダイヤル」「白血病
と言われたら」に加えて、最近発足した「志村大輔基
金」についても紹介されました。
　東京の会の会員だった志村大輔さんは、慢性骨髄性
白血病と闘いながら、高額な分子標的薬の経済的負担
の軽減を求める活動をされていましたが、昨年１月に
残念ながら亡くなられました。その活動を知った志村
さんのご友人が勤務先のゴールドマン・サックスに働
きかけ、その寄付金をもとに「志村大輔基金」が設立
されました。基金の助成対象は、血液疾患の分子標的
薬治療と、抗がん剤等による不妊に備える精子保存で
す。

　続いて、その志村大輔さんのお父様である志村哲夫
さんから、大輔さんと基金設立に至るまでの経過につ
いて、お話しいただきました。お仕事が忙しかった哲
夫さんは、大輔さんがいろいろな活動をしていたこと
をよく知らず、亡くなってから大輔さんの活動と思い
を知り、とても驚かれたそうです。また、その大輔さ
んの思いを生かそうと友人たちが奔走してくれたこと
にも感動されたそうです。「志村大輔基金」が設立さ
れたことで、今後その普及に父親として協力して行き
たいとおっしゃっていました。
　次に、ソーシャルワーカーの南出弦さんがお話しさ
れました。南出さんは大学生だった14年前に慢性骨髄
性白血病と診断され、翌年骨髄バンクを通じて骨髄移
植を受け病気を克服されました。その後ご結婚され、
おととしお子様も生まれました。南出さんは闘病中に
患者として情報不足を感じ、また患者同士の支えあい
やボランティア活動を通じて感じた思いから、ソー
シャルワーカーの道を選んだそうです。ソーシャル
ワーカーの役割は、患者さんがより良い選択ができる
ように情報を提供し、エンパワメントを促すことで、
QOL（生活の質）向上につなげていくことだとおっ
しゃっていました。
　また、血液内科医の松崎道男先生がセカンドオピニ
オンについてお話しされ、加藤レディスクリニックの
青野文仁さんが、卵子・精子の保存について専門家の
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立場から詳しくお話しされました。最後に、患者会「も
もの木」理事で、東京の会ではマラソンでおなじみの
宮城順さんから、患者会の活動について紹介されまし
た。
　大谷さんからは、東京マリーンロータリークラブか
らの寄付金により、卵子保存に対する助成を行う「こ
うのとりマリーン基金」が全国協議会に設立され、受
付開始に向けた準備が進められていることが紹介され
ました。
　第２部は大谷さんをコーディネーターとして、７人
によるパネルディスカッションが行われ、会場からの
質問、意見も交えて、患者支援のあり方等や今後につ
いて熱く話し合いがされました。
　今回の講演会・パネルディスカッションはテーマや
質が充実しており、患者さんにもっと伝えたい内容で

したが、会場に患者さんが少なかったのがとても残念
でした。大谷さんからは、このメンバーでまたどこか
でやったらどうか、とのお話もありました。
　第２部終了後は恒例の懇親交流会が行われ、みんな
で楽しく語らいながら、新たな活動への英気を養いま
した。

1総会・定例会・おりおり（会報発送作業）
⑴定期総会　�第23回定期総会6/23開催（於：全労済東

京会館会議室）　
⑵定例会　　�毎月第３土曜日12回開催（於：全労済東

京会館会議室）（2013年１月より毎月第
４土曜日開催に変更）　

⑶おりおり　�毎月第１土曜日８回開催（於：品川運
輸会議室）（東京の会会報・骨髄バンク
ニュース・さい帯血バンクニュース等、
発送作業）　

2ドナー登録会
⑴�日赤献血ルームでの献血・骨髄バンクドナー登録推
進活動
4/28� 有楽町献血ルーム
� 献血者198名　ドナー登録者12名
5/12� 新宿東口献血ルーム
� 献血者260名　ドナー登録者26名
6/30� アキバ献血ルーム
� 献血者　96名　ドナー登録者14名
8/11� 池袋献血ルームぶらっと
� 献血者123名　ドナー登録者　４名
10/28� 渋谷SHIBU2献血ルーム
� 献血者　63名　ドナー登録者　６名
12/9� 有楽町献血ルーム
� 献血者254名　ドナー登録者17名
3/16� 新宿東口献血ルーム
� 献血者173名　ドナー登録者20名
2012年度実績　献血者1167名　ドナー登録者99名

3患者支援活動
⑴血液難病患者・家族交流会

2012年度　東京の会　活動報告 
2012.4.1〜2013.3.31

2012年度は実施できませんでした。　　
⑵医療その他セミナー
6/23　第23回定期総会後の記念講演会開催
　　　�第１部「献血した血液はその後どうなるの？」

日本赤十字社東京都赤十字血液センター医務
課長　石丸文彦先生

　　　�第２部「血液学の基礎」東京大学医科学研究
所付属病院輸血部　長村登紀子　先生

4普及広報活動
⑴会報「東京の会通信」発行
東京の会予算執行において、寄付金の減少・参加イ
ベントでの物品販売の減少・事務所入居、等の理由
で財政が非常に厳しく、東京の会通信の発行回数を
隔月とすることを定例会で決議し、2012年７月号よ
り隔月発行となりました。
隔月１日発行（奇数月）／第１土曜日発送８回発行。
2013年３月号まで247号発行。会報と共に、骨髄バ
ンクニュース、さい帯血バンクニュース、その他適
宜、発送

⑵セミナー・イベント開催および参加
4/21・22　�持ち出し定例会（於：国民宿舎鳩ノ巣荘）

じっくり議論と夜を徹した懇親
6/2　�全国協議会主催「全国骨髄バンクボランティ

アの集いin青森」に参加
6/3　�全国協議会2012年度通常総会・全国代表者会

議出席（青森）
8/5　�ニューロン・チャリティー麻雀大会に会員が

参加し、普及啓発活動
9/8・9　�東京の会有志「山梨巨峰狩り・温泉ツアー」

骨髄バンクを考えないイベント
9/15・16　�新宿熊野神社祭礼・西口睦イベント会場

総
合
司
会
の
大
谷
貴
子
さ
ん



−3−

グッズの販売（於：新宿中央公園水の広場）

5関係機関への要請・請願・陳情活動
東京都議会に対し、東京都次年度予算編成にあたっ
ての要望書提出
要請事項：「日赤献血ルームへの説明員配置を都が
緊急雇用創出基金を活用しておこなってほしい。」
９月７日　�都議会公明党・都議会共産党　各党とヒ

アリング

6訃報
・志村　大輔さん　2012年１月23日（前年度）享年
39歳
　東京の会会員。グリベックにかかる費用の軽減を
求めて大谷貴子さんらと活動。議員や関係各所に働
きかけ薬価の引き下げが実現する。没後、志村さん
の活動を継続するため、友人達が尽力し、全国協議
会患者支援の志村大輔基金が設立される。
・市川團十郎さん　2013年２月３日享年66歳
　全国協議会会長。患者さんを歌舞伎座へ招待し舞
台楽屋で交流。自身も白血病と闘いながら全国協議
会主催イベントなどにも積極的に参加してくれた。
・笹森　ゆきのさん2013年３月５日享年29歳
　東京の会会員。会報「東京の会通信」患者からの
メッセージに執筆。千葉の会でボランティア活動を
続ける。２回の骨髄移植を受ける。GVHDと闘いな
がらも、お正月の箱根駅伝応援イベントにて毎年田
町で熱心に応援してくれた。
・宮田　信男さん　2013年３月23日享年62歳
　弁護士。東京の会設立当初より多大な支援をいた
だく。一時期東京の会事務局が弁護士事務所内に間
借り。東京の会へ電話回線を提供いただく（現在ま
で続く）。骨髄移植推進財団元常務理事より訴えら
れた「東京の会裁判」で弁護を引き受けていただく。

で骨髄バンク普及啓発活動
9/15　�「骨髄バンク・さい帯血バンク　合同全国大

会in仙台」参加　初の共同開催「ともに造血
幹細胞移植を必要とする人のために」今後も
共同歩調を確認

9/30　�品川宿場祭り　東京マリーンロータリークラ
ブに協力　普及啓発活動・バザー出店

10/14　�小平市新東京自動車教習所フリーマーケッ
トに参加し普及啓発活動・バザー出店。宮
城県直送のお米と新鮮な野菜その他フリー
マーケットにて販売し宣伝する。

10/21　�国立競技場で開催された2012グリーン・リ
ボン・ランニングフェスティバルに参加、
数名の応援者団が骨髄バンクののぼりを
持って普及啓発活動

10/31　�ピアノ三重奏コンサート（於：ルーテル市ヶ
谷ホール）２年振り第20回　三戸素子、小
澤洋介、ティム・レーベンスクロフトのト
リオが素晴らしい演奏を！

11/18　�「SNOW�BANK�PAY�IT�FORWARD�2012」
（於：代々木公園）に参加　荒井daze善正
さん（元患者・プロスノーボーダー）が発
起人のスノーボードイベント、首都圏ボラ
ンティア団体と共に献血並行ドナー登録・
普及啓発・署名・募金活動

11〜12月　�松川アップルズのご協力で、市田柿（生
産者竹村美佐子さん）のチャリティー通
信販売による支援活動を実施

1/2・3　�箱根駅伝沿道にて普及啓発（田町・箱根宮
ノ下）および募金活動（箱根宮ノ下）

1/20　�全国協議会第６回公開フォーラム「患者さん
に最短で最適の医療を提供するために」

3/10　�「私たちは忘れない3・11」東京新都心ライオ
ンズクラブ復興支援チャリティー石巻手作り

2012年度　決算報告

【収入の部】

会費� 363,000
寄付� 2,038,355
事業収入� 389,250
物品売上� 177,870
受取利息� 409
助成金� 200,000

　　　　　小　計� 3,168,884

　　　　　合　計� 3,168,884

【支出の部】

収益事業費� 363,665
物品仕入費� 102,768
普及広報費� 719,990
通信発送費� 536,327
業務諸経費� 210,982
交通費� 229,980
全国協議会会費� 120,000
賃借料� 540,000
支払手数料� 9,700
保険料� 5,100
慶弔料� 46,750

　　　　　小　計� 2,885,262
　　　　当期剰余金� 283,622

　　　　　合　計� 3,168,884�

〔資産増減明細〕

　資産内容　　　　繰越資産期末　前年度繰越期首

現金� 0� 0
郵便振替口座� 0� 56,000
郵便貯金� 2,241,805� 1,989,782
普通預金� 469,968� 301,754
貯蔵品� 188,535� 297,075
敷金� 45,000� 45,000
前受会費� -21,000� -42,000
預り金� -6,925
差引� 2,924,308� 2,640,686
当期剰余金� 283,622

　　　合　計� 2,924,308� 2,924,308

＜収支差額＞
収　入－支　出＝283,622

＜資産増減＞
期末－期首＝283,622
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⑴骨髄バンクの普及啓発活動
　骨髄バンクへのドナー登録や骨髄提供に対する市民
や社会の理解を深めるため、イベントの開催や地域に
おける普及啓発活動、会報やインターネットを活用し
た情報発信をおこないます。特に若年層への普及啓発
を強化します。
⑵ドナー登録推進
　骨髄バンクのドナー登録者数は43万人を超えました
が、移植に至る患者さんは約６割にとどまっています。
骨髄移植推進財団や近隣ボランティア団体などと連携
し、登録会へのボランティアの派遣をおこないます。
また日赤の協力の下、都内献血ルームでドナー登録を
呼び掛ける活動を継続します。
⑶患者・患者家族への支援と情報提供
　さまざまな状況下の患者・患者家族の皆さんが、難
病と向き合い闘病ができるよう、情報提供や支援活動、
患者負担金の軽減にむけた活動を積極的におこないま
す。また患者会等と連携をはかり、患者さんの現状を
理解するとともに、共同の取り組みをおこないます。

⑷より機能する移植医療を目指して
　「移植に用いる造血幹細胞の適切な提供の推進に関
する法律」が、昨年９月12日に制定されました。法律
の施行にむけて、骨髄・さい帯血バンクの一体的運営
や窓口の一本化日赤による骨髄ドナーリクルートなど、
さらなる患者救済につながる政策の実現を求めます。
⑸会報の発行
　会報「東京の会通信」は、この間の東京の会財政状
況の悪化から、2012年７月より隔月発行となりました。
今後も患者・ドナーのメッセージや活動報告を伝えな
がら、造血幹細胞移植医療の様々な課題に対する提言
をおこないます。財政基盤を確立させることを様々検
討し、早期に毎月発行を実現できるよう努力します。
⑹活動の活性化と他組織との連携、財政基盤の強化
　各ボランティアの活動を支援・協力し、新たな視点
を持つ新規会員の募集をおこないます。また、他の組
織との交流や活動の協力関係を強化し、活動を活性化
します。財政基盤の立て直しのため、経費の見直し、
会員増や寄付の確保につとめます。

2013年度活動方針

⒈患者救済とドナーの安全を活動理念とし、造血幹
細胞移植医療を必要とするすべての患者さんが、
希望する治療を受けられるよう、ドナー登録を推
進し、環境整備や制度確立を目指して活動します。
⒉広く社会に対し、血液難病や造血幹細胞移植医療
に対する理解を深める活動をおこないます。特に、

2013年度・東京の会宣言

若年層に向けて発信し、次世代につながる活動を
目指します。

⒊患者擁護の立場に立ち、どんな困難にも臆せず、
明るく楽しい活動を展開していきます。

� 以　上

私たち「公的骨髄バンクを支援する東京の会」は、2013年度の活動を開始するにあたり、以下のとおり宣言
します。

《代　　表》　　三瓶　和義
《代表代理》　　若木　換
《事務局長》　　二見　茂男

2013年度東京の会役員
《会　　計》　　大塚　礼子
　　　　　　　森永　富美子
《会計監査》　　大塚　和博
　　　　　　　竹村　政明

《業務監査》　　及川　耕造
　　　　　　　中谷　哲郎
《顧　　問》　　野村　正満
　　　　　　　新田　恭平

ドナー登録受付者数（累計）	 586,147人

ドナー登録抹消者数（累計）	 152,076人

二次検査適合ドナー数（累計）	209,313人

実質登録患者実数（現在）	 2,897人	（国内1,500人）

HLA適合患者数（累計）	 31,863人	（患者累計数の81.0%）

非血縁移植実施数	 15,836例	（6-7月実施238例）

日本骨髄バンクの登録患者と検査済登録ドナー
（平成25年7月末日現在） 患者とドナー登録・適合状況（7月末日現在）

ドナー（全国） ドナー（東京） 患者（全国）

登録者累計 434,071 56,752 39,348

6-7月登録分 5,169 437 545

6-7月抹消数 3,216 380 －

実質登録増 1,953 57 －
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時、地下鉄醍醐駅の駅ビルでマリーンRCが「あやちゃ
んの贈り物展」と醍醐派のえらいお坊さんの書いた書
の「チャリティー墨跡展」を開催して、東京の会が応
援に出かけたのです。国宝は五重塔をはじめ41点、重
要文化財４万点という世界遺産の普通では観られない
ところまで案内して下さったり、素晴らしい懐石料理
をご馳走していただいたり、思えばそれもみんな仲田
新会長のお心遣いによるものでした。もう一昔前の出
来事です。そういえば「醍醐」とはご馳走という意味
である、とどこかで読んだ気がします。

仲田住職が全国協議会の新会長に

バラのかおりのコンサート　チケット販売開始

　今年、今は亡き市川團十郎さんの跡を継いで全国骨
髄バンク推進連絡協議会の新会長に就任した仲田順和
さんは、世界遺産の京都・醍醐寺のトップにいる大僧
正です。真言宗醍醐派の管長であり、総本山醍醐寺の
座主であり、醍醐寺の中心をなす三宝院の門跡という
頂点に立つ宗教者です。
　その仲田順和新会長は、実は東京の会とは東京マ
リーンロータリークラブを介して長いおつきあいがあ
ります。仲田さんは東京マリーンRCの特別代表です。
ロータリークラブの会長は毎年交代しますが、特別代
表はクラブの生みの親であり、終身変わりません。東
京マリーンRCは親クラブの港南RCの子クラブであり、
その港南RCのメンバーだった仲田さんが特別代表で
すから、東京マリーンRC創立以来、仲田和尚さんは
骨髄バンクの支援活動を続けていらっしゃるというわ
けです。
　そんな仲田和尚さんのいる醍醐寺は太閤秀吉の醍醐
の花見で有名ですが、1998年４月、東京の会のメンバー
18名で醍醐寺のお花見を楽しんだことがあります。当

　前号でもお知らせした通り、今年のピアノ三重奏
チャリティーコンサートは「バラのかおりのコンサー
ト」です。
　毎年バラの花を無償で提供して下さっている、なか
さわナーセリーさんのご協力により、東京の会のコン
サートはバラのイメージがすっかり定着しました。ま
た今年は、以前から要望の多かった週末の昼間に開催
できることになり、今まで以上に多くの方に足を運ん
でいただけるのではないかと期待しています。いらっ

しゃったお客様に、バラの香りと雰囲気を楽しんでい
ただきながら素晴らしい音楽に身をゆだね、日曜の午
後のひとときを過ごしていただけたらと思います。
◆出演者からのコメント「バラの雰囲気と私たちの演
奏で、素敵なコンサートの午後にしたいと思います。
お誘い合わせの上、どうぞお出かけ下さい。」

日　時　2013年11月10日（日）
場　所　「発明会館ホール」
　　　　地下鉄「虎ノ門」駅徒歩５分
出　演　三戸　素子（ヴァイオリン）
　　　　小澤　洋介（チェロ）
　　　　ラファイル・ゲーラ（ピアノ）
入場料　前売り：3,000円　当日券：3,500円
　　　　全席自由

チケット購入をご希望の方は、東京の会事務局までお
申し込み下さい。

心のこもったご寄付ありがとうございました。（2013.6.16〜8.15）
幸川はるひさん　7,000円／三瓶和義さん　7,000円／徳田ひろみさん　2,000円／藤井奈保子さん　7,000円
中谷哲郎・光子さん　6,000円／新田恭平・雅子さん　10,000円／二見茂男さん　7,000円／匿名　40,500円
森永富美子さん　3,000円／山郫裕一さん　3,000円／志村哲夫さん　10,000円／松崎道男さん　10,000円
大谷貴子さん　10,000円／若木換さん　25,620円／宍戸知美さん　2,000円／／匿名　5,000円／匿名　3,000円

お寄せいただいたご寄付のうち、会費未納の会員からは会費（年3,000円）を差し引いて掲載させていただきました。
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▼白血病の原因は明確になっていませんが、原因の一つと
して放射線被曝があげられています。1945年８月に広島、
長崎に投下された原子爆弾により多くの人が亡くなられ、
被爆生存者の方々に高い割合で、数年後から白血病を発
病し、苦しんでこられたのは周知の事実です。
▼その後、原子爆弾の恐ろしさの抑止力のためか大きな戦
争は起きておらず、頻発する地域的紛争でも幸いに核兵
器は使用されていません。しかしながら、アメリカをはじめ
とする核保有国は開発した核爆弾の威力を確かめるため、
核実験を何回も行い、地域的な放射能被害を発生させて
きました。
▼1954年３月１日、マーシャル群島ビキニ環礁で行なわれ
た水爆実験の近くで、操業中に被爆したマグロ漁船「第五
福竜丸」の事件はアメリカによる核実験の被害として記憶
しています。米国が設定した危険区域外であったにもかか
わらず、乗組員23名が全員被爆し、無線長の久保山愛吉
さんは半年後急性放射能症で死去されました。
▼実験に使われた水爆は広島･長崎で投下された原爆の
1000発分にも相当する威力を持つものといわれ、実験場の
海底には直径2000ｍ、深さ73ｍもの穴が開きました。放射
能を帯びた灰は遠く飛散し、実験場から240㎞も離れたロ
ンゲラップ環礁にも降り積もりました。島民は避難を余儀
なくされ、現在も島に戻れない状況が続いています。
▼今年８月６日、広島平和記念式典当日、NHKが放映し
た「終わりなき被爆との闘い〜被爆者と医師の68年〜」で
被爆者と医師たちの原爆放射線による白血病や固形がん
との長い闘いが紹介されました。原爆被爆直後に、見た目

には無傷な人たちに発生した急性放射能症、２年から５年
経って発症し始めた白血病や固形がん、60年以上経った
今、高齢化した被爆者の間で「第２の白血病」と呼ばれる
骨髄異形性症候群（MDS）を発病される人が増えていると
いうのです。
▼原爆放射線被爆のような瞬間的多線量被曝による遺伝
子への影響には特徴があるようです。通常の白血病患者さ
んのDNAの異常が比較的定まった形で現われるのに対し、
原爆被爆者のDNA異常には複雑な形の事例が多いこと
が紹介されました。
▼原子力発電所の作業者には年50ミリ、５年で100ミリを
超えるとそれ以上作業を続けられなくなる累積被曝量の
基準が定められています。これとは別に放射線業務従事
者全般に適用される労災認定の年間被曝量の基準が、白
血病や悪性リンパ腫・多発性骨髄腫・胃がん・食道がん・
結腸がん等についてそれぞれ定められています。
▼放射能被曝リスクのある作業の典型的なものは、原子
力発電所の事故処理作業です。福島第一原発の事故から
９ヶ月間の緊急作業時に働いた約２万人の作業員のうち、
半数の約１万人が白血病の労災認定基準年５ミリシーベ
ルトを超えていたことが伝えられています（2013年８月５日
付朝日）。
▼本誌230号（2011年６月１日発行）に、福島第一原子力
発電所の事故処理作業の従事者に安全第一を願う記事
が掲載されています。作業者の安全を守るには、現場の
状況を正確に把握することと関係者全員への伝達共有化、
対応策の立案、線量計・保護具着用の遵守、また採用時・
定期健康診断の励行などきめの細かい施策を根気よく実
行することが必要です。福島第一原発の廃炉までには40
年の長い年月を要するといわれています。事故処理に従事
する作業者から、一人も多線量被曝による白血病や骨髄
異形成症候群、がん患者が出ることなく、無事廃炉ができ
るよう心から願って止みません。� （ｋ）

編集者
雑記

東京ドナー登録会予定
（9月・10月）

９/16（月祝）有楽町献血ルーム（千代田区）
10/10（木）　杉並区役所（杉並区）
10/12（土）　新宿東口献血ルーム（新宿区）

東京の会
「9月、10月定例会」

のお知らせ
9月21日（土）、10月19日（土）午後5時30分より

※9月、10月は会場の都合により第3土曜日の開催となります。
会場：全労済東京会館3階会議室

※JR新宿駅西口下車7分（新宿区西新宿7-20-8）
※地下鉄丸の内線西新宿駅下車1番出口徒歩2分

青梅街道新宿警察署向かい・「キャン☆ドゥ」角入り右側
※11月定例会予定・11月16日（土）午後5時30分より
（会場の都合により第3土曜日の開催となります。）

11月会報発送
「おりおり」 のお知らせ

10月の「おりおり」はありません！
会報が隔月刊となったため、発送作業も奇数月のみとなります。

11月2日（土）13時00分より
※13時までは品川運輸さんが使用されています。13時以降にお越し下さい。

場所：品川運輸・4階会議室（品川区東大井2-1-8）
JR大井町駅徒歩8分・京浜急行鮫洲駅徒歩2分

※今お読みになっている「東京の会通信」を約1000部
折って封入して発送します。簡単な誰にでも出来る作
業です。いつも人手が足りません。どうかご協力を。

※2013年1月「おりおり」予定・1月11日（土）13時00分より

新しい方大歓迎です。お気軽においで下さい。お待ちしています。


